
 

 
 

江南区自治協議会 
 令和３年度 第３回 まちづくり部会 会議概要 

 

 

【開催概要】 

○名称：江南区自治協議会 令和３年度 第３回まちづくり部会 

○日時：令和 3年 6月 24 日（木）午後 2時 20 分～午後 3時 40 分 

○場所：江南区役所 入札室 

○出席委員：坂井委員、長場委員、西脇委員、畑野委員、田村委員、小野委員、小菅委員、

小林委員、伊藤委員、佐藤弘明委員 以上 10 名(欠席：遠藤委員 以上 1

名) 

○事務局：建設課長、地域総務課長補佐、地域総務課係長 以上 3名 

○傍聴０名 

 

【審議内容等】 

１．令和 3年度のまちづくり部会の取り組みについて 

今年度のまちづくり部会の取組について意見交換を行った。 

 

＜主な意見＞ 

  ●公共交通の取り組みについて 

・大江山の取り組みが本格的にスタートしたところであり、これを継続していくために

部会として何を支援できるか考える必要があるが、始まったばかりであることから、

今後、課題を把握しながら、大江山以外の地区でも参考になる部分を共有していく。 

・大江山・両川以外の地区においても課題を洗い出すことが必要ではないか。 

・前期からの申し送りにあった、公共交通の専門家を招聘し、講義を行ってもらうこと

はコロナ禍において困難であることから、交通の海外先進地視察などの経験を持つ委

員の知見を部会で共有する。 

 

●魅力あるまちづくりについて 

・若い人や大人も楽しめ、住む人が誇りを持てるようにすることがまちの魅力向上に繋

がる。 

・地域の現在ある宝に焦点をあて、魅力などをまとめたマップを作成しツールにしては

どうか。 

・まずは、各コミ協が作成した広報紙や地域の魅力などをまとめたマップを共有しては

どうか。 

 

●今後の取り組みについて 

・各地域で作成している広報紙やマップを持ち寄ってもらい、共有することにより、今

後のまちづくり部会の取り組みに繋げていく。 

資料６-１



 

江南区自治協議会 
令和 3年度 第 3回 安心安全部会 会議概要 

 

【開催概要】 

○名  称：江南区自治協議会 令和 3年度 第 3回安心安全部会 

○日  時：令和 3年 6月 24 日（木）午後 2時 30 分～3時 30 分 

○場  所：江南区役所 302 会議室 

○出席委員：石井委員、石澤委員、阿部委員、山本委員、上村委員、山﨑委員、和澄委員、

佐藤委員、松野委員 以上 9名 (欠席：横木委員 以上 1名) 

○事 務 局：地域総務課副主査 以上 1名 

○傍  聴：0名 

 

【審議内容等】 

１．今年度の部会での取り組みについて 

＜主な意見＞ 

 ・非常時の家族ルールを書いて家族全員が共有できるようなものを作成し、配布しては

どうか。 

 ・親子で学べる防災キャンプを開催するのはどうか。 

 ・秋葉区では、助け合いの事例を紹介するために日めくりカレンダーを作成している。

似たようなカタチで助け合いを広げていくのはどうか。 

 ・災害時にも使えるアレンジレシピの紹介などはどうか。 

 

２．防災研修会について 

＜主な意見＞ 

 ・東日本大震災の被災地視察などはどうか。（津波疑似体験施設など） 

 ・第８期の懇親会も兼ねて、宿泊で行くのはどうか。 



 

江南区自治協議会 
 令和 3年度 第 3回 環境・教育部会 会議概要 

 

 

【開催概要】  

○名称：江南区自治協議会 令和 3年度 第 3回環境・教育部会 

○日時：令和 3年 6月 24 日（木）午後 2時 20 分～午後 3時 40 分 

○場所：江南区役所 3 階 301 会議室 

○出席委員：渡邉委員、齋藤委員、間島委員、今井委員、藤田委員、堀川委員、中野委

員、佐々木委員  以上 8名 （欠席：安久津委員 以上 1名） 

○事務局：区民生活課長、産業振興課長、江南区教育支援センター所長、亀田図書館長、

亀田地区公民館主任、地域総務課主査 以上 6名 

○傍聴０名 

 

 

【審議内容等】 

１ 課題等の共有について 

 ＜主な意見＞ →は検討事業（案） 

 ・【子育て】子どもも親も悩んでいる。発達障がいへの理解が足りない。不登校、引き

こもり。 

  →悩める子の駆け込み寺。交流の場。 

 ・【異文化交流】外国人が増加している。 

 ・【環境問題（ＳＤＧｓ）】まちをきれいにすることで防犯にもつながる。 

  →区内一斉のゴミ拾い、花植え。 

 ・【農業】人手が足りず収穫がおいつかない。 

 ・【多世代交流】地域での交流が不足している。 

 ・【地域の魅力発信】地域の魅力アピール、発掘 

  →インスタ映えスポットづくり。 

 

２ 事業実施に向けての意見交換 

 ・発達障がいや不登校、引きこもりといった悩める子どもの現状について学び、整理す

る。 

 ・保護者と子を対象に地域資源（農業や地域で活躍する人など）を活用し、多世代交流

の機会を創出する事業を今年度実施する。 

 

⇒今年度実施する事業案を事務局で作成し、それを基に意見交換をすることとした 

 

 


